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予
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在
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

日
本
国
憲
法
第
八
十
三
条
は
、
「
国
の
財
政
を
処
理
す
る
権
限
は
、
国
会
の
議
決
に
基
い
て
、
こ
れ
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
」
と
財
政
民
主
主
義
の
原
則
を
明
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
第
八
十
五
条
は
「
国
費
を
支
出
し
、
又
は
国
が
債
務
を
負

担
す
る
に
は
、
国
会
の
議
決
に
基
く
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
」
と
定
め
、
同
主
義
を
支
出
面
か
ら
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。 

 

一
方
で
、
第
八
十
七
条
第
一
項
は
、
「
予
見
し
難
い
予
算
の
不
足
に
充
て
る
た
め
、
国
会
の
議
決
に
基
い
て
予
備
費
を
設

け
、
内
閣
の
責
任
で
こ
れ
を
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
定
め
て
お
り
、
こ
の
場
合
に
限
定
し
て
内
閣
の
責
任
で
予
備
費

を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
財
政
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
、
予
備
費
の
使
用
は
災
害
な
ど
の
真
に
緊
急
性
の

要
す
る
も
の
な
ど
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
必
要
な
施
策
は
、
で
き
る
限
り
補
正
予
算
を
編
成
し
、
国
会
に
よ
る
事
前
の

議
決
を
経
て
支
出
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
趣
旨
で
あ
る
こ
と
は
何
度
も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

そ
う
し
た
中
で
、
岸
田
内
閣
は
、
令
和
四
年
度
当
初
予
算
で
は
、
一
般
会
計
の
一
般
予
備
費
を
五
千
億
円
、
一
般
会
計
予
算

総
則
で
使
用
範
囲
が
規
定
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
予
備
費
」
を
五
兆
円
計
上
し
た
。
し
か
し
、
通
常
国

会
が
開
会
中
で
あ
る
年
度
当
初
の
令
和
四
年
四
月
に
は
、
早
く
も
、
一
般
予
備
費
の
う
ち
約
四
千
億
円
の
使
用
を
閣
議
決
定
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し
、
翌
五
月
の
第
一
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、
一
般
予
備
費
の
四
千
億
円
の
増
額
を
行
い
、
合
計
九
千
億
円
と
し
、
ま
た
、
使

用
範
囲
を
拡
大
し
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
予
備
費
」
と
し
て
、
一
兆
千
二
百
億
円

の
増
額
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
第
二
次
補
正
予
算
で
は
、
同
予
備
費
を
さ
ら
に
三
兆
七
千
四
百
億
円
増
額
し
、
合
計
九
兆

八
千
六
百
億
円
と
し
た
上
で
、
こ
の
予
備
費
と
は
別
に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
経
済
緊
急
対
応
予
備
費
」
を
一
兆
円
計
上
し
た
。 

 

ま
た
、
岸
田
内
閣
は
、
令
和
五
年
度
一
般
会
計
予
算
に
お
い
て
、
ま
た
し
て
も
、
一
般
予
備
費
を
五
千
億
円
、
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
予
備
費
」
を
四
兆
円
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
経
済
緊
急
対
応
予
備
費
」

を
一
兆
円
と
い
う
多
額
か
つ
複
数
の
予
備
費
を
計
上
し
て
い
る
。 

 

こ
の
一
連
の
経
緯
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

一
般
会
計
予
算
総
則
に
お
い
て
使
用
範
囲
が
規
定
さ
れ
た
予
備
費
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
は
、
近
年
で
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
後
の
経
済
危
機
に
対
応
す
る
た
め
の
「
経
済
危
機
対
応
・
地
域
活
性
化
予
備
費
」
等
や
「
東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復

興
予
備
費
」
「
熊
本
地
震
復
旧
等
予
備
費
」
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
計
上
額
及
び

使
用
額
は
一
兆
円
以
下
で
あ
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
予
備
費
と
比
較
し
て
も
桁
違
い
の
予
備
費
を
複
数
必

要
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
岸
田
内
閣
の
政
権
運
営
能
力
の
限
界
を
ま
さ
し
く
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府



 

３ 

 

の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 
岸
田
内
閣
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
多
額
か
つ
複
数
の
予
備
費
の
計
上
は
、
政
府
に
お
け
る
予
算
編
成
を
無
意
義
な
も
の

と
し
、
財
政
運
営
の
規
律
を
失
わ
せ
る
も
の
に
な
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


